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戦争の語りと現代若者の戦争観に関する研究⑴
家族と語る戦争
豊　田　真　穂
はじめに
　あの戦争から70年が経った。戦争体験者が減っているなかで、特定秘密
保護法や集団的自衛権の行使容認、そして「平和安全法制」など、戦後日
本の歩みとともにあった日本国憲法の理念を根幹から揺るがすような政治
が展開されている。そして、それらに危機感を抱いた若い世代の取り組み
や実際の抗議行動などがみられるようになった。なかでも、SEALs（シー
ルズ：Students Emergency Action for Liberal Democrasy‒s／自由と民
主主義のための学生緊急行動）は、「戦争法案に反対する国会前抗議行動」
を行っていることで知られている1）。ここでは、学生たちが現在の政治状況
をみて日本が「戦争ができる国」になりつつあることに危機意識をもって
直接行動していることに注目したい。それでは、学生たちは、どのような
戦争イメージをもっているのだろうか。そしてその戦争イメージは、どの
ようにつくられたのだろうか。
　本稿は、関西大学（および近畿圏のいくつかの大学）の学生たちが、家
族との語りの中でどのような戦争イメージをもつようになったのかをみて
いく。主として、2011年度より関西大学人権問題研究室ジェンダー研究班
が行ってきた共同研究「戦争の語りと現代若者の戦争観に関する研究」2）の
 1） SEALs 〈http://www.sealds.com〉 （最終アクセス日：2015年 8 月20日）
 2） 共同研究の概要については、『関西大学人権問題研究室紀要』同号に掲載の酒井千
絵の論文を参照のこと。
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一環として、23名の学生に行ったインタビュー調査の結果を検討する。学
生たちの戦争観形成に対する学校教育やメディアの影響などについては、
ほかのメンバーの論考にゆずり、本稿は家族との語りに注目する。本稿が
とりわけ家族との語りに注目するのは、現在の学生たちが、減りゆく戦争
経験者を祖父母（または曾祖父母）にもち、体験談を直接きける最後の世
代であることを重視するからである。また、そうした祖父母たちに育てら
れ戦争経験を聞いている（はずの）親世代との語りが孫＝学生たちにどの
ような影響を与えるのかを検討することは、わたしたちが、戦争の「記憶」
を次世代にどのように伝えていくのかを考える際に有益なヒントとなるで
あろう。
　以下では、まず祖父母（あるいは曾祖父母）の世代から孫＝学生たちに
対して、戦争についてどのように語られているのかをみる。そしてその語
りがどのような戦争イメージをつくっているのかを検討したい。次に、親
世代とのかかわりと学生の戦争観の関係をみていく。インタビューの対象
となった学生は、戦争に関連の深い科目（「ジェンダーで読み解く戦争」な
ど）の履修生のなかで、インタビューを受けても良いと答えた者であるた
め、戦争に対する関心が比較的高い学生であると考えられる。こうした関
心をもつ学生に影響を与えているのは誰なのか、その背景にあるのは何か
を考察する。
1．祖父母（または曾祖父母）から聞く戦争体験
　学生たちは、祖父母（あるいは曾祖父母）から戦争についてどのような
内容を聞いているのだろうか。以下では、祖父母による戦争に関する語り
におけるいくつかの特徴をまとめていきたい。
⑴　戦争を身近に感じたり情報量が多くなる
　学生が祖父母の戦争体験をきいている場合、戦争が身近に感じられるよ
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うになったり、細部を覚えていたりする。例えば、中学生の頃、祖父母の
子ども時代の戦争の話をきいて戦争を身近に感じたと答えた学生（10F）が
いた。この学生は、小学生のときに広島の資料館等の見学をしているが、
そのときはまだ「遠いところで起きたって感じで、そんなに身近には思わ
なかった」が、その後中学生になり、空襲のときに当時小学生だった祖母
が必死に逃げた話をきいたことが戦争を身近に感じるきっかけになったと
答えている。特に、防空ごうの場所など、自分の知っている地名が出てき
たことのインパクトが大きかったようだ。また、祖母の姉が戦争で亡くな
ったことを涙ながらに話してくれたことが、「身近なところで家族を亡くし
てる人がこんなに近くにいて、戦争が身近に感じられた」という。
　この学生は、それ以来、祖父母の戦争体験を自分から聞くようになって
いった。例えば、学徒出陣をテーマにしたテレビドラマをみたあとで、祖
父にその経験を聞きだしている。このように、祖父母からきいた体験談に
よって戦争を身近に感じるようになったことが、その後も自発的に戦争体
験を聞きだす契機につながるケースがみられる。
　また、祖父母と同居している場合には、戦時の様子などを聞く機会が多
くなる。例えば、生まれてすぐから祖母と同居をしている学生（17F）は、
テレビ等で戦争の話題が取りあげられると、祖母が「こういう時代はこう
やった」と言って、毎回のように話を聞かされてきたという。そして「祖
母の話が、やっぱり中身が濃かった」ため、「学校よりも祖母の話がほとん
ど、私にとっての戦争の印象」であり、学校で勉強したことは「多分書き
かえられるというか、印象がなくなってしまってるのかな」と答えている。
　この学生の曾祖父は、近衛兵に入隊したことを町内挙げてお祝いしても
らったにもかかわらず、身体検査で落第してしまったために「夜中にこそ
っと帰ってきた」ことが祖母の印象に残っているのだそうだ。そしてその
後、赤紙で招集され、「中国へ渡る船とともに撃沈した」のだという。その
結果、母子家庭になってしまった。さらに空襲でひどい被害を受け、土地
の所有権を失ってしまう。そのため、祖母は「戦後、まずお金に困ったと
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いうのをよく言っていた」という。さらに、親戚から、経済的援助を受け
るも、裕福な家庭に育った曾祖母は、そのお金をすべて自分のために使っ
てしまい、祖母は「貧乏でいじめられた」という。例えば、学校の授業参
観の折に、祖母はぼろぼろの服をきて「すごい貧しい格好をしてる」のに、
うしろで見ている曾祖母は「ひとりだけきれいな着物を着て、パーマをか
けて」いて、「すごい何か変な光景だった」と聞いている。
　このように、個人の経験がそのときの印象やその後の影響を含めて語ら
れることで、漠然とした戦争イメージではなく、リアリティをもった戦争
経験として語り継がれている。そしてこの学生は、インタビュー調査を受
ける前に、再度、祖母の話を聞き直すことまでしている。それは、インタ
ビューに正確に答えようとしたというこの学生の真面目さを示していると
同時に、戦争体験を家族から聞くことによって戦争への理解を深めたいと
いう意識のあらわれでもあるだろう。
　さて、この学生の祖母は、最近になって詳しい話をしてくれるようにな
ったという。このように語る側に変化をもたらしたものは、学生（孫）か
らの問いかけであるともいえるが、しかしここでは、時を経て、祖母自身
が語ることの意味を見いだし始めたとも考えられる。このことについては、
3⑴で後述する。
⑵　食糧難・生活苦の話が主流
　現在の大学生の祖父母は戦時には幼児期にあたり、そのため戦争体験と
いえば、「ひもじかった」「苦しかった」等、食糧難や生活苦の話題が多い。
すでにみた 2例にも同じことが言えるように、戦場の体験談ではなく銃後
の市民生活のなかでの経験が、現在の大学生が祖父母から聞く戦争体験の
主流のトピックといえる。
　例えば、祖父母と同居している学生（13M）は、祖父母から当時の生活
苦、食糧難、祖父の兄が戦争で亡くなったこと、空襲（防空壕や灯火管制
等）などの話を聞いたという。このような話は、たいてい「ちょうど夕御
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飯のときに話されることが多かった」ため、食糧難についての話が多かっ
たそうだ。この話をきいた学生は、「今は本当、恵まれているなとも感じま
した」という。同じように、同居の祖父から「食料の制限が厳しかった、
苦しかった」という話を聞いている学生（2M）もいる。このように食糧
難の話は、多くの学生たちが聞いており、それが戦争イメージをつくって
いるケースが多い。例えば、戦争に関してはどこで何を学んだか等の記憶
が何もないと答えた学生（17F）は、「芋ばっかり食べてた」という祖母の
話は覚えている。つまり、別の学生（5M）が端的に語ったように、多く
の学生にとって「戦争というのは食べ物がない」というイメージが主流の
ようだ。
　しかし、このような食糧難・生活苦の話を聞いても、自分たちは「今の
時代に生まれてきて恵まれている」という印象をもち、だから「戦争はし
てはいけない」と伝えられても、では戦争をなくすためにはどうすれば良
いのかという思考にまでいたりにくい。例えば、「戦争というのは食べ物が
ない」と答えた前掲の学生（5M）は、「映画などで潔い亡くなり方とか人
を守って亡くなるとか……をみたら、カッコイイと思う」との考えをもっ
ている。つまり戦時の食糧難と戦争のヒロイズムは、学生たちの戦争イメ
ージの中で両立可能であり、後者は容易に戦争の肯定／美化に転化される。
これでは、戦争を止める発想はもてないだろう。
⑶　戦争の話を「むかし話」「武勇伝」と受け取る学生たち
　祖父母たちから聞く戦争体験が食糧難や生活苦などが主流であることに
よって、学生たちはこれらの話を「むかし話」として聞いている可能性が
ある。例えば、戦争に関する事柄については「余り好きじゃないし、余り
覚えてない」と答えた学生（8M）は、「昔は貧乏だったみたいな話」や
「ウサギ食べてた」という「生々しい話」、または「もの悲しいような話」
は、「全然好きじゃなかったので避けてた」という。そして、小学校の夏休
みに、戦争経験談を聞くという課題が出たときも、「おばあちゃんの昔の話
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なんて聞きたくない」と思ったと答えている。しかし大学 2 年生頃から、
一般教養としてアジア太平洋戦争の歴史を知っておくべきだと考えたよう
で、書籍等をつかって自分から勉強するようになった。とはいえ、「昔貧し
かったとか……、苦労したという話を聞きたくなかったし、ボロボロだっ
た頃の昔話が好きじゃない」ので、今でも祖母から話を聞こうとは思わな
いという。
　また、食糧難について聞いた前述の学生（13M）は、同居の祖父母の経
験談よりも、広島や長崎の博物館等で自らが見学したことの印象の方が大
きいとして、以下のように答えている。
［食料がなかったこと、祖父の兄が戦死したこと、空襲で防空壕に入っ
たり、焼夷弾で知り合いが怪我したこと等］いろいろ話してくれてい
たので、そういった意味で小さいころからは［戦争に関する知識等は］
ありましたけど、実際に［小学校で広島に、中学校で長崎に］行って
みてやっぱりその悲惨さというのは強く残ってます。
この学生の例のように、祖父母からかなり詳細な戦争体験を聞いていても、
それは祖父母の「むかし話」であって、戦争を身近に感じることはあって
も、戦争の悲惨さとしては印象に残らない傾向がある。
　そのことは、口頭での「話」を聞いただけという理由でもなさそうだ。
別の学生（2M）は、こうした印象は視覚的なものを見ても変わらないと
答えている。例えば、祖父のお腹には、戦時に銃で撃たれた傷跡があるが、
その傷をみても、祖父が戦争は怖いものだと話していたことは理解しても、
「あまり悲惨さが伝わっていなかった」と答えている。この学生が戦争の悲
惨さを痛感したのは、小学生の頃に親との旅行でいった沖縄のひめゆり平
和祈念資料館であり、そこで戦争とは「恐ろしい悲惨な感じ」を受けたと
いう。
　以上のように、多くの学生は祖父母の戦争体験を、「あのときは大変だっ
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た、今は幸せだな、という程度」（学生 2Mの言葉）にしか理解していない
ことが多い。それは、祖父母の話を「むかし話」として受け取っているか
らではないか。
　また、家族が語るために戦争の話を「武勇伝」のように聞いてしまう学
生も存在する。例えば、ある学生（21M）は、曾祖父が終戦前に除隊して
帰国しており、経歴のような「賞状じゃないけど、戦争のときの何をして
たかが簡単に書かれた紙」が額縁に入って、存命の曾祖母宅に飾ってある
ことを話してくれた。曾祖母によると、曾祖父は戦場での銃撃戦のとき、
目の前が「川だったのか水たまりだったのかで、そこに弾が撃たれて水が
飛び散ったらしい」が、「その水がかかったのが自分の血だと思ってしま
い、周りのみんながやられたって言ってた」ので少しパニックになったけ
れど、実際には水だったため「やられてなかったっていう話」を聞かされ
たそうだ。その感想として、「家族の中の会話なので、あんまり真剣に考え
ずに、何ていうんですか、武勇伝……というような感じで聞いてた」と答
えている。
　このように学生が曾祖父の経験を曾祖母から聞くことによって、「武勇
伝」と感じてしまうことには、曾祖父の経歴を書いた額縁の存在が影響し
ているかもしれない。しかし、当の学生本人も認めているように、想像力
をはたらかせて「真剣に、もし自分がその場にいたらってことを考えたら、
すごく怖い」はずの戦争経験が、家族が語っているために戦時下で活躍し
たヒーロー物語のような扱いになることを示唆している。このように、そ
のシーンだけを切り取ったかたちで語り継がれていく戦場での経験は、前
後の文脈やそれを経験した本人の感情を抜きに伝承されると、まるでヒー
ロー映画のワンシーンのように受け取られてしまう可能性がある。
2．祖父母の語りによって形成された戦争イメージ
　ここまで祖父母世代が学生に語る戦争の体験談をまとめてみたが、残念
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なことに、祖父母の戦争体験を聞いた経験をもつ学生の戦争イメージを、
そうでない学生のそれと比較してみても、違いがあまりみられなかった。
全学共通科目「ジェンダーで読み解く戦争」の受講者アンケートを分析し
た拙稿（守如子との共著、2013年）3）でも明らかになったことだが、多くの
学生が「戦争＝悪」のイメージや「苦しい」「つらい」「ひもじい」などの
生活苦のイメージ、また戦争の話をきくと「今が平和であることの幸せ」
「自分たちは恵まれている」ことを実感する傾向にある。例えば、すでにみ
た学生（5M）は、以下のように、祖父がいくら戦時にヒーローなど存在
しないのだと訴えたとしても、戦争映画を見て「カッコイイ」と感じると
言っている。
映画などで潔い亡くなり方とか人を守って亡くなるとか、勝てないの
がわかっていても単身で乗り込んでいったり、無謀な戦いをするのを
みたら、カッコイイと思う。だけど、おじいちゃんはあんなん違う、
大半は違うといっていました。切腹もようせんといっていました。
　このように祖父母の戦争の経験談を聞いていても、戦争映画を観て「カ
ッコイイ」と感じてしまったり、戦争＝悪／苦しいというイメージ以上の
ものを持ち得ないことの原因として、祖父母が孫世代に語る戦争経験が、
実際の戦場での経験というよりは、主に市民生活のなかでの被害の側面で
あることが大きいと考えられる。既存の研究や前述の拙稿が指摘している
ように、日本で語られる戦争の経験談の多くが「被害者」が語る「悲惨な」
被害に関する語りであり、加害体験が語られることはまれである。
　また、そもそも戦時に祖父母が幼児であったため、子どもとしての戦争
経験しかないということがある。10代後半で終戦を迎えたという祖父のケ
 3） 守如子・豊田真穂「現代の大学生は戦争に関して何を学んできたか―「ジェンダ
ーで読み解く戦争」受講者調査から」『関西大学人権問題研究室紀要』第63号（2012
年 3 月）125‒144ページ。
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ースでも状況はあまり変わらない。この学生（5M）の祖父は、「自分は命
が惜しくなかった」ため、空襲の時でも防空壕に逃げ込まず「ああ、焼夷
弾が降ってくる。パラパラと」と感じていたことを話している。また、空
襲時に火事の火消しをしたのは自分だけであり、「大の大人が、窮地になっ
たらみんないなくなってしまった。こんなことがあっていいのか」とも語
っていたそうだが、学生自身はこの話を、窮地に追い込まれた人間の本質
の一側面としてよりも、祖父の「武勇伝」のように受け取っている可能性
が高い。というのも、結局、この学生に戦争のイメージを聞くと、祖父の
話をきいているから「戦争というのは食べ物がない」、「今の時代に生まれ
てきて、すごく恵まれているから、［戦争はしてはいけないと］いつも思
う」と答えているのである。
　そのため、学生たちは祖父母から聞く戦争体験よりも、戦争に関連した
博物館の展示や「語り部」の話によって、「悲惨な」戦争イメージをもつよ
うである。例えば、平和教育に熱心な中高一貫の学校に通っていた学生
（14F）は、中学生のときに韓国への修学旅行で元「慰安婦」の支援者から
話を聞いたり、学校主催の平和旅行で広島の語り部から話を聞いたり、授
業でも空襲に関する読み聞かせがあったりなど、さまざまな取り組みが行
われているが、学校での夏休み課題をきっかけにして祖父に戦時の経験談
を聞いたという。
俺も空襲に遭って……みたいな［話を聞きました］。でも、じいちゃ
ん、そのとき小さかったから、8歳とかで、どこどこまで逃げてなと
言って。駅がなくなって、あっちまで見えたみたいなこととかは言っ
てましたし、どこどこの場所には亡くなった人の死体がめっちゃ置い
てあってとか、隣の神社には防空壕があってとかというのは聞いてま
した。
このような空襲被害に遭った祖父の体験談は、しかし、残念なことにこの
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学生にとって大きなインパクトとはならず、学校での学びとリンクできた
という程度だったようである。児童（祖父）の目にうつった空襲は、建物
が消えて死体がたくさん転がっていたという程度にしか記憶されておらず、
そのことがもつ意味を体系的に語ることができないのだろう。自分の経験
を歴史のなかに位置づけ直す作業がないために、なかなか空襲の意味が伝
わらないのではないだろうか。
　もとより、祖父母が孫に自分の経験を語るようになるためには、自らの
体験が伝えるべき価値のあるものだと考える必要がある。つまり祖父母自
身が、自分の幼少期の経験の何をなぜ伝えたいのかに意識的にならなけれ
ば、単なる「むかし話」「武勇伝」に終わってしまう。今回インタビュー調
査した学生の大半が答えていたように、祖父母の戦争体験談を聞く契機と
なったのは学校の課題であり、祖父母からすれば孫からの働きかけに受動
的に応じた結果である。そのため、祖父母が孫に自分の経験を伝えたいと
いう強い思いはみられないといえよう。また、次に多かった食事の際に語
られる食糧難の話も、「食べ物を粗末にしないように」という日本の一般家
庭によく見られるしつけの一環として出てきたことと推測できるため、祖
父母が自らどうしても伝えたい経験というわけでもなさそうである。そし
てこの話題は、飽食の時代を生きる学生にとってはリアリティの薄い印象
しか与えず、「恵まれている」と感じるにとどまってしまう。
　また、被害の側面が強調されるのも世代という同じ理由からであろう。
一般に、加害体験の赤裸々な告白を聞くことは難しい。特に、孫に対して
自らの加害体験を語ることのハードルは高いと考えられる。
　もちろん、なかには、窮地に追い込まれた人間の残酷さなどを聞いてい
る学生もいる。例えば、祖母と同居している学生（3F）が、大叔母の話と
して紹介してくれた事例は、以下のようなものである。
B29が撃墜されたとき、近所の人たちが、落下してきたアメリカ軍パ
イロットに群がって危害を加えていたのを見た、と話してくれた。生々
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しい話としてインパクトがあった。
この話は、インタビューの 2‒3 年前に聞いたとのことから、孫がある程度
成長したことによって語ることが可能になったと考えられる。祖父母世代
が孫に語る戦争経験談のトピックは「小さな子どもに話すことの可能な内
容」であることが多く、孫が成長してようやく加害体験が語られるように
なるのではないだろうか。
　一方、祖父母の戦争の経験談を「武勇伝」と受け取る学生とは反対に、
家族が大叔父の戦死を賛美している場合、こうした祖父母の戦争観を大学
での学びによって批判的にみる学生の例もある。この学生（15M）の祖父
母は大叔父を立派な先祖として語っているというが、サークル活動のなか
でマルクス『共産党宣言』をよみ、そうした戦争観に疑問を持つようにな
ったと答えている。しかし、祖父母の考えを変えることは難しいと指摘し、
その理由を以下のように話す。
きょうだいに戦死者がいると……その人たちは、いわゆる二階級特進
だったり、戦争で死んだということでお金をもらうわけじゃないです
か、家に。それって名誉の死だということで家族の死を乗り越えたと
いう面も恐らくあるので、［僕が］言わないといけないと思いつつも、
言っても［考え方は］変わらないだろうし。変わるということは、あ
る意味、その死をもう一度違う受け捉え方をするということですし、
……僕はそっちのほうがいいと思うんですけど。難しいな。
つまり家族の戦死を受け入れるためには戦争を否定できないという遺族の
メンタリティである。ここでの母親の役割は小さい、とこの学生は言う。
学生の分析によれば、「家父長制」イデオロギーが残っている家族関係のな
かで、母親は祖父母たちに言えないのではないかという。
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うちの母親は、じいちゃんがそういう説明をするとき、何も言わない。
……やっぱり今の家族体制だと、上にはそんなにちゃんと言えないん
だろうなという感じ……しかも女性ですし。
このように冷静に祖父母の戦争観や家族内の権力関係を分析できるのは、
本人も認めているように大学（サークル）での学びが大きな影響を与えて
いる。しかし、これは非常に例外的なケースであるといえよう。
　さらに、戦争に関しては、親世代と祖父母との考えが異なるため、祖父
母とはあまり話さないという学生は、少数ながら存在する。戦争に関して
両親とよく話すという学生（7M）は、祖父はおそらく満州に出兵してい
るが、母親と祖父母の価値観が合わないと指摘する。この学生によると、
祖父母は「すごい保守的で天皇大好きで、中国とか韓国に対していい思い
を持ってない」のに対して、「逆にうちの両親はすごい在日の人とかと親し
くしてたり、外国行くのも好きやし、外国人に対してすごい友好的」だと
いう。そのため、戦争に関しては祖父母と「うちの両親自体が余りしたが
らないから、僕も余りした経験ないですね」と答えている。
　また、小中高の学校教育のなかで戦争に関して学んだことをかなり記憶
している学生（20F）は、いまの自分の戦争観を形成したのはニュースを
みながら母親と意見交換したことだと答えている一方で、同居しているに
もかかわらず祖父母とは戦争に関する話をほとんどしてこなかったという。
母親とは関連するテレビ番組などをみると戦争の話をするのに、祖父母と
は「余りない」と答えている。その理由は、「聞いていいものかどうかわか
らない」からである。このこととこれまで検討してきたことをあわせて考
えると、学校の課題等に出されなかった場合、祖父母が自ら話し出さない
限り、学生が祖父母の戦争経験を聞き出すことはあまりないという仮説が
成り立つ。また、「戦争＝悪」という戦後教育の影響をうけた祖父母の子ど
も（学生にとっての親）世代に、自分の戦争経験を話さなかった／話せな
かったことも、祖父母と戦争について話さない大きな要因になっていると
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もいえる。
　これまでみてきたことを踏まえると、総じて、戦争被害の側面が強化さ
れることはあっても、学生にとっての戦争イメージ形成に祖父母の戦争体
験談が大きな影響を与えているとは考えにくい。むしろ、親世代との会話
の方が大きな影響を与えそうである。
3．親子で語る戦争
　学生たちは、両親と戦争についてどのような会話をしているのだろうか。
そしてその語りは、学生たちのどのような戦争イメージをつくっているの
だろうか。以下では、大学生と両親との戦争に関する会話の内容と、自分
の戦争観が誰／何によってつくられたと答えているかを中心にみていきた
い。
⑴　母親との会話
　今回のインタビュー調査では、自分の戦争に関する考え方について、母
親の影響力が大きいと回答する学生が少なからず存在した。例えば、元中
学社会科教師の母をもつ学生（10F）は、祖母から空襲被害の体験談を聞
いて「戦争を身近に感じた」と答えているものの、自分の戦争に対する考
え方は、「母の考え方の影響を受けてると思う」「多分すごい母の影響は強
い」と繰り返し答えている。この学生は、家庭における日常会話が政治的
であることが多いようで、ニュース番組をみた際や学校の歴史の授業で学
んだ際に、そのことを母親に話すと、母親がそれに関連した社会的なテレ
ビ番組や本を紹介してくれ、それらを通してまた母親と話すことが多いと
いう。とくに昨今の日本の情勢をみて「母は、すごい最近は、日本は戦争
を［近いうちに］やる［にちがいない］とかって言ってて、すごい危惧し
てる」と語っている。
　この学生は、「戦争はなぜ起こると思うか」という問いに以下のように答
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えている。まず、自分の国の政治体制等に民衆が不満をもっている。する
と政府が「その不満をそらすために外国のことを敵視させる風潮をつくっ
て」おく。そうすると民衆の間には、敵視してる国に対して「自分より下
等のものとか侮べつするような気持ち」が生まれる。人間を殺すことは理
性を捨てないと難しいが、「人のことを人と思ってなければ殺せちゃう」た
め、「戦うことがよくないという理性も薄まっていっちゃう」。そして、「い
ざその国と問題が起きたときには、民衆が、もうあんなやつらなんかやっ
ちゃえみたいなふうで、戦争に流れていっちゃうんじゃないかな」と答え
ている。そして、戦争を止めるためには、たとえ自虐的だといわれること
があったとしても、子どもたちに戦争はいけないことだと教えていくこと
が必要と答えており、この考えの背景には、母親の考え方の影響を大きく
受けていると本人は感じているようである。
　一方、父親との影響をたずねると「父から［戦争に関する］話を聞いた
こともないし、勉強の話をほとんどしたことがなくて、だから、父が何を
考えてるのか、そういうことに関しては全然わかんない」と答えている。
このことは、一般的に、父親に比べて母親との会話の頻度が高いことが影
響していると考えられる。古いデータではあるが、内閣府の「第 2回青少
年の生活と意識に関する基本調査報告書」（2001年）によると、父親と「話
す方」だと答えた人は大学生の年齢層（18‒21歳）では64.7％である一方
で、母親と「話す方」だと答えた人は同じ年齢層で88.1％と、大きな開き
を見せている。また性別でみると「話す方」の男女差の開きがもっとも大
きいのがまさに大学生の年齢層（18‒21歳）で、対父親の場合、女性が69.7
％、男性が59.3％、対母親の場合、女性が94.0％、男性が78.5％と女性の
方が母親と会話をしていることがわかる。ちなみに年齢があがるについれ
て、両親ともに話さなくなる傾向にある4）。この内閣府の調査結果と今回の
 4） 内閣府政策統括官（総合企画調整担当）「第 2回青少年の生活と意識に関する基本
調査報告書」（2001年11月）「父母との会話の頻度」〈http://www8.cao.go.jp/youth/
kenkyu/seikatu2/pdf/2‒2‒2‒1.pdf〉（最終アクセス日2015年 8 月20日）。なお、
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インタビュー調査の結果は、符合しているところが大きい。
　ただし、両親とともによく話すと答えた学生もいた。両親ともに小学校
教諭をしているという学生（7M）は、戦争について最も印象に残ってい
ることは何かという問いに対し、「父親が元教師で、母も教師なので、戦争
のときの教育とかのこと」や「天皇制に絡んだこととか……、南京大虐殺
のこととか、朝鮮併合」のことなどを聞いて、「すごい印象に残ってる」と
答えている。特に、自分の戦争観に「すごい影響されている部分」という
のは、「やっぱり両親がきっかけ」という。この学生は、上述の内閣府調査
とは逆に、年齢があがるにつれて両親と話すようになったと答えている。
例えば、「慰安婦」問題や戦争責任の問題などについては、学校教育ではな
く両親との会話のなかで自分の考えを身につけるようになったという。そ
の背景には、両親と一緒にテレビのドキュメンタリー番組をみたり、本を
薦められたりするなど、積極的に戦争に関連する話題が出てくることが大
きいという。また修学旅行で広島や沖縄に行き戦争関連の博物館にも見学
に行っているが、そのときの記憶はほとんどなく、むしろ両親と初めての
海外旅行でベトナムを訪れ、その際、ホーチミン市近郊にあるクチトンネ
ル（ベトコンの拠点跡地をテーマパーク化したもの）を見学したときの経
験が強く印象に残っていると答えている。なお、この学生は、インタビュ
ー中ほぼ一貫して父親と母親を明確に区別せずに「両親」という語り方を
している。このように両親ともに影響を受けていると答える学生も存在す
る。
　とはいえ、やはり母親の影響が大きいと答える学生の方が多い。例えば、
上述の例のほかに、「母親の影響は大きい」と答えている学生（20F）は、
「慰安婦」問題に関連して日韓で論争があるというニュース等をみて「お母
さんと意見交換」をしてきたと答えている。また、戦争は漠然とあっては
同じ問いを1970年から 5年ごとに経年比較しており、両親ともに「非常によく話
す」人の割合が上昇傾向にあるため、現時点ではもう少し高いかもしれない。
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ならないことだとかつては考えていたが、なくならないものだという考え
へ変化したという。このような考えは、母親との会話等によって持つよう
になったと答えている。
　また、逆に子が母親に影響を与えるというケースもみられた。平和教育
に熱心な中高に通っていた学生（14F）は、中学校が主催する韓国への平
和旅行で「監獄みたいなところへ行った」ことを母親に話した後に、母親
が「社員旅行か何かで韓国に行ったときに、一人で地下鉄に乗って［同じ
場所へ］いった」という。一方で、この学生の母親は、家族旅行で沖縄へ
行った際には、「小さかった［本人は小 4、弟が小 2］ので、ひめゆりとか
に……連れていってもわからないやろうなと思って、連れてはいかなかっ
た」「本当は連れていきたかったけど」と言っていたそうである。この学生
自身が分析するように、母親自身も戦争に関して「興味はすごくあるし、
そういうのを［子どもに］知ってほしい」と思っていることがわかる。つ
まり、母親との関係のなかで双方が影響を与え合っているケースといえよ
う。この学生は、例えば中学の平和旅行で韓国へ行って「慰安婦」のこと
を知ったり、ニュージーランドでの語学研修で戦争博物館へ行ったときに
日本の戦闘機や東条英機の写真などが展示されているのをみて驚いたりと
いったことなど、自分の戦争観に大きな影響を与えたのは中学校での教育
だと答えつつ、「それに参加するのに、親が全部いいよって言ってくれたの
で。親がそういうふうに興味を持ってほしいというふうに思ってたのも結
構あるかな」とも答えている。
　以上の例で見てきたように、複数の学生が、自分の戦争イメージ形成や
戦争に対する考え方に、母親の影響を受けていると答えている。この場合、
母親の職業が影響している可能性が高い。例えば冒頭の事例（10F）は、母
親が元中学社会科教諭であり、両親からの影響を指摘した学生（7M）の
両親はともに小学校教諭をしている。このように親の職業が教員である／
あった場合に、自分の戦争に対するイメージは親の考え方から影響を受け
ていると答えるケースが多くみられた。それは、教員という職業が、戦争
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の負の側面を次世代に伝えたい／教えたいというインセンティブを与えて
いるからかもしれない。そして職業柄、戦争が個人の生活を破壊し理性を
失わせることを「どのように」伝えるかを考えている可能性が高く、それ
ゆえ子どもにも伝わりやすいのだろう。
　一方、中学の平和学習も影響が大きいがそれを促した母親の影響も大き
いと答えた最後の学生の例（14F）では、母親の職業は看護師である。す
でにみたように、この学生の母親は「ひめゆりの塔」へ行きたかったけど
やめておいたそうだが、別の事例でやはり母親が看護師の学生（2M）は、
小学 6年の頃に家族旅行で「ひめゆりの塔」を訪れたという。この学生の
分析では、母親が「若い看護婦が自殺する物語にお母さんが思い入れを持
っている」ようで、「お母さんが興味があって、［ひめゆりの物語を］受け
いれていっている」という。人びとの命と健康を守る職業である看護師が、
人びとに人殺しをさせる戦争に関心を寄せることはある程度理解できるだ
ろう。また、職業柄、戦争になれば従軍する可能性もあり、実際にそのよ
うな会話を家族間でしている学生もいた。先にみた学生（14F）は、家族
でこれから日本は「戦争になるかもしらんね」と話しているときに、「で
も、戦争になったら……お母さん、看護師やから行くん違うん」と話して
いたという。つまり看護師は、戦争を身近に感じる職業といえなくもない。
たしかに、戴帽式・卒業式に「ナイチンゲール誓詞」を暗唱して誓う看護
学校等もあり、そのナイチンゲール自身はクリミア戦争に従軍した際の功
績によって名声を得ていることからも、看護師と戦争の関連を指摘できよ
う。
　一方、戦争については、母親とも話すが友人の影響の方が大きいと答え
たケースもある。実はこの学生（11F）の母親も小学校教諭で、母親は戦
争映画などを録画しておいてくれたり、戦争をテーマにした本やインター
ネットのサイトなどを薦めてくれたりしているのだが、本人は「かわいそ
うやから」みられないと言っている。そして、学校で学んだことや修学旅
行などで戦争について学習する際に母親と話すことはあっても、実は「戦
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争の話は余りしない」。むしろ、大学入学後は、所属学科の友人たちが戦争
のことなどに興味のある人が多いために、「急にそういえばさみたいな感じ
で」、「ふとしたときに」話したりするという。この学生のケースは、大学
での友人が戦争に関連する話題に関心の高い人が多いために友人の影響が
大きいと答えているわけだが、そうはいっても依然として母親の影響力も
強いと言えるだろう。では、父親はどのような役割を果たしているのだろ
うか。
⑵　父親との会話
　すでにみたように、内閣府の調査でも大学生世代は父親よりも母親と話
すことが多いことが明らかになっているが、今回のインタビュー調査でも
同じようなことが言えそうである。自分の戦争に対する考え方は母親から
の影響を受けていると答えた学生が複数いた一方で、父親からの影響と答
えた学生は数少ない。そして父親の影響を指摘する少数の学生の話からは、
母親からの影響の受け方とは異なった影響を父親が与えていることがわか
った。
　最初の事例は、父親の戦争観に反発しているケースである。多読傾向を
もつこの学生（22M）は、ある考えを知ったらその反対の考えを知ろうと
したり、さまざまな情報源から情報を得ようとする姿勢が見られる。どの
ようにしてそのような態度を身につけたのかという問いに対して学生自身
は以下のように分析している。
多分、お父さんは渡部昇一とかそういう人の本とかを好んで読んでた
みたいで、保守的、右寄りと言うんですかね、よくわからないですけ
ど。……お父さんがそういう考えなんかなと思うと嫌だなというふう
に思ったんですよ。日本の戦争は正しかったとか、そういうふうに考
えてるんやったらちょっと嫌かな。
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つまり、父所蔵の本を読んで「何か変だな」という感覚をもったことがき
っかけで、さまざまな考えを知ろうという姿勢を身につけたという。その
背景には、学校教育の影響があるかもしれないと答えている。学校教育で
受けた「戦争はあかんという感じがだんだんうんざりしてきて」、そういっ
たなかで「大東亜戦争肯定論」を展開した小林よしのりの本を読んで、一
時的に共感したこともあったのだが、「お父さんの本とかを読んだりして、
同じような考え方なので、でも、お父さんが日本の戦争は正しかったと思
ってたら嫌やなと思って」、元に戻っていったという。この学生は、父親と
戦争の話をするなどは「あまりしたくない」という。この学生の場合は、
父親の戦争観が反面教師になったケースと言える。
　一方、父親の職業で悩むパターンも見られた。父親が軍備設備の開発等
にかかわる仕事をしている学生（12F）は、小学校高学年のときにそれを
友だちから聞かされたという。友だちの母親がそのことを友だちに話した
ために、「○○ちゃんのお父さんって爆弾つくりよんのやろ」と聞かれ、そ
のとき初めて知ったこの学生は「え、そうなん」と驚き、「どうしようって
思った」という。それは、「お父さんが仕事してお金もらって、私たちが生
活」できているから、戦争は必要だと考えてしまうことに「何かすごい悲
しくなって」しまった。
　実はこの学生も、父親の職業が理由なのではなく、父親の戦争観が自分
のものと異なることを感じているために、戦争について父親と話すことは
ないと語っている。この学生の父親は、戦争映画が好きで、戦争の特集番
組などを必ず録画しているのだが、そのテーマは「戦争がかわいそうとか
そういう話じゃなくて、A級戦犯がどうだったとか、何で日本が負けたの
かとか、何かそういう話」で、そのような映像を一緒に観ることも多い。
とはいえ、父親とは、一緒に観た映像についても、戦争一般に関しても「そ
んなに語り合ったことはない」という。
　このように、父親の職業によって戦争に対する考え方が複雑化するケー
スは少なくない。例えば、母方の祖父を元自衛官にもつ学生（6F）は、母
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親が中学生の時、教師に「自衛官の親とかおるやつ手挙げろ」と言われた
ので、挙げたら、その教師は「おまえのお父さんは税金奪ってるねん」と
税金泥棒のように言われたことが、「すごいショック」だったようで、母親
は戦争についてあまり話したがらないという。この学生は、留学先のアメ
リカで知り合った中国人や韓国人から戦時中の日本は「すごい中国［や韓
国］に悪いことしたんだよ」という教育を祖父母から受けてて、「君はどう
思うか」とよく聞かれたという。しかし自分はそれを聞かれるたびに母親
に話したのだが、母親はあまり戦争の話をするのが好きではないため、「歴
史は曖昧やな」「民族によって言い方も違うし、捉え方も違う」「やっぱり
二度と起こってほしくないね」という程度の答え方しかしてもらえなかっ
たと語っている。つまり、中国や韓国では家族の中で戦争の話をしている
ことを知って、自分は家族と戦争の話ができないことに不満を感じている
ようである。
　以上のように、父や祖父の職業が軍事関連（自衛隊員含む）である場合、
学校教育で習っていることとのギャップで悩み、あまり戦争について語り
たくない／語れないという状況があることが明らかになった。
⑶　家族とまったく話さない
　一方、戦争に関する問題について、家族とまったく話さないと答えた学
生もいた。理工系学部のこの学生（23M）は、戦争に関するテーマについ
て、家族や親戚とはまったく話さないし、友人とも話さないと答えている。
また、この学生は学校教育で戦争について学んだこともほとんど覚えてい
ないという。「テストのためだけに［勉強を］やった……、もう今なんかは
ほとんど忘れて、教養のレベルですらちょっと危うい」という程度にしか
記憶していない。そして、「戦争がどういうものかという知識を……学校で
はもう少しやるべきやったんじゃないかな」。そうすれば「将来、戦争をま
た行うこともきっと少なくなるだろう」。そのため、大学生になった現在
は、戦争のことを知るための努力を始め、テレビのニュース等で靖国参拝
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や「慰安婦」の問題などを知って、自分でインターネット等で調べている
という。
　さらに、戦争について聞いたり学んだりしたことで印象に残っているこ
とは何かという問いに対して「思いつかない」と答えた学生（9F）は、祖
母から「7歳のときに戦争が終わったぐらいしか聞いたことない」という
し、学校教育でも「あまり戦争とか習ってない」し、高校の修学旅行で沖
縄のひめゆりの塔に行っても「ほとんど記憶にない」という。
　以上のように、数名の学生は家族（特に親）とは戦争に関して話し合っ
たりしないと答えている。しかし、これらは今回のインタビュー調査に応
じてくれた学生のなかでは、例外的な存在といえる。ただし、「はじめに」
でも触れたように、このインタビュー調査の対象となった学生は、戦争に
関連の深い科目を履修している学生が多く、戦争に対する関心が一般学生
よりも高いと考えられるため、親や祖父母などの家族と戦争について会話
しているのであって、平均的な学生をみれば、上記の少数の例の方が多数
である可能性もある。
おわりに
　調査前の予測に反して、学生たちは祖父母（または曾祖父母）から戦争
にまつわる体験談をさまざまなかたちで聞いていた。多くの場合は、身近
な人に戦争体験を聞いてレポートを書くという学校の課題がそのきっかけ
であった。これは、学校側でも現在の大学生が、身近な経験者から直接話
を聞ける最後の世代であることを認識し、そのような働きかけをした結果
であるとも考えられる。しかしその一方で、祖父母たちが自ら戦争経験を
孫世代に語ることも、学生（孫）たちが自ら進んで祖父母たちに戦争経験
を聞くことも、ほとんどないことがわかった。
　また、学生たちが戦争イメージを形成する際、祖父母の経験談が大きな
影響を与えているとは言えないことも明らかになった。祖父母の経験談を
― 58 ―
聞いている学生たちは、戦争を身近に感じるようになったり、出来事の細
部を知識としてたくさん持つようになったりすることはあっても、「戦争＝
悪、苦しい」のイメージ以上のものを身につけることはなかった。その理
由として、現在の学生の祖父母は世代として戦時に幼少期であったことが
大きいと考えられる。そのために食糧難や生活苦の話が多くなり、被害の
側面だけが語られ、「戦争というのは食べ物がない」「あのときは大変だっ
た、いまは恵まれている」という程度の「むかし話」として学生たちが祖
父母の戦争談を聞いているのである。そして身近な存在であるはずの祖父
母の経験談よりも、広島／長崎や沖縄などの博物館でみた展示の方が印象
に残っていると答えた学生が複数存在した。それは、祖父母自身が戦争経
験の「何をどのように伝えなくてはならないのか」という問題意識を持つ
に至っていないからであろう。幼い頃の経験を歴史的視点をもって語るこ
とができる人はなかなかいない。そのため、その話を聞いた学生たちも「戦
争はしてはいけない」という戦争観をこえて、なぜいけないのか、どのよ
うに防ぐことができるのか、ひとりひとりが市民として何ができるのか等
といった考えを持つようにはならないのである。このことは、戦後の日本
社会に一般的に言えることでもあり、祖父母の責任というわけでは無論な
い。
　他方、戦争観の形成に親との関係が影響を与えていると話す学生が一定
数いたことは注目に値する。母親の場合は、親との会話によって自分の戦
争イメージが形成されていると答える学生が多く、その場合、母親の職業
が教員である／あったという傾向がみられた。これは、教員という職業柄、
戦争の話をなぜ・いかに伝えるのかという問題意識が高いためであると考
えられる。また母親が看護師である場合にも、学生の戦争に対する関心が
高い傾向もみられた。これは、これまで戦時に従軍するなど看護師が戦争
との関連が深い職業であることが理由ではないかと推測できる。その一方
で、父親の影響の与え方は複雑である傾向があった。特に軍事関連の職業
に就いている場合に、学校教育の中で「戦争＝悪」とみなす傾向がある一
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方で、子は親の職業を否定しきれないというジレンマに陥り、戦争のとら
え方が複雑化することがわかった。これは祖父であっても同じで、戦争に
関しては「話せない」などの影を落としている。また、父親の戦争観に反
発することで自らの戦争観を形成していくケースもみられた。
　以上のように、祖父母が孫に戦争経験を効果的に語ることの困難さが指
摘できる一方で、職業によっては親の影響力が大きいことがみえてきた。
　最後に、本論の主題から逸れるが、もし日本が戦争することになり徴兵
制が復活したと仮定して、その際に「家族」がどのような影響を与えるか
という問いに対する回答を簡単に紹介しておこう。戦時において「家族に
迷惑がかかるかもしれない」という理由から多くの人びとが徴兵に応じた
ことはよく知られているが、そのように家族のために自分を犠牲にするこ
とをもとめる戦争観は、現代においても、ある程度健在であることが今回
のインタビュー調査によって明らかになった。
「僕が長男だから行くとしたら、家族が昔のように村八分になるぐらい
だったら行きます。」（5M）
「自分が、……もし逃げてしまったときに、家族とかどうなるんやろう
って思うので。大切な人が行くんやったら自分が行くほうがましやと
思います、私は。」（14F）
「逃げられるかわからないんですけど、［自分の大切な人には］どうし
ても行かせたくない。まだ自分が行くほうがましかなと思うから、か
わりに行くとかしてでも、何とかして行かせんようにはすると思う。」
（19F）
このように、自分が逃げて家族に迷惑がかかるくらいなら、または家族が
徴兵されるくらいなら、自分が犠牲になることをいとわないメンタリティ
は、男女関わらず学生たちのあいだにみられた。
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　こうしたメンタリティは、家族や大切なものを守るためにこそ戦争する
必要があるという国家の論理に容易に絡め取られてしまう。例えば、現政
権によれば、SEALsなどの学生たちが「戦争法案」と呼んでいる「平和安
全法制」は、「国民の命と平和な暮らしを守り抜く」ためにこそ必要である
という5）。
　このようなアンビバレントな状況に気づいている学生もいる。大切な人
が徴兵されることになったら「すべての力を駆使して守る」し、自分自身
が徴兵されそうになったら「徹底的に逃げる」と答えた学生（13M）は、
それでも、「自国の利益だとかいうのを求めるんだったらどうしても［徴兵
制になったり戦争になったり］しちゃうのかなとも思います」として、そ
こが「ちょうど矛盾するところなのかなと思います」と語っている。そも
そも多くの学生は、戦争や徴兵なんて自分とは関係のない話だろうと高を
くくっている可能性がある。インタビュー調査時よりも戦争や徴兵が現実
味を帯びてきた現在、学生たちの戦争イメージは果たして本報告から変化
しているだろうか。
　今回のインタビュー調査からは、残念ながら、祖父母世代から聞いた戦
争経験談が学生たちの戦争イメージに大きなインパクトを与えなかったこ
とがわかった。その一方で、語り部から聞く話や博物館での展示に影響を
受けていると答えた学生が複数いた。ただし祖父母の話は、戦争を身近に
感じたり、戦時の生活の詳細を知るきっかけにはなっている。学生たちが
聞いてきた祖父母の戦争経験談を、大きな歴史的文脈のなかに置き直し意
味を与える作業は、わたしたちに求められていると言えよう。せっかく継
承された戦争の「記憶」をどのように教育のなかで活かしていくのかを検
 5） 自由民主党ウェブサイト「政府の主な動き」「外交再生」「不戦の誓いを守り続け
る そして、国民の命と平和な暮らしを守り抜く 平和安全法制」〈https://www.ji-
min.jp/news/prioritythemes/diplomacy/127734.html〉（最終アクセス日 2015年 9
月17日）。
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討することは、今後の研究課題としたい。
